























－ 86－ － 87－
ムの開発と実践研究」が科学研究費補助金の支給対象となり、リーディング用のe-
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とリーディング科















































－ 88－ － 89－
コマに40冊の本が必要ということになる。多読であるから、一人が2冊、3冊と読む
とすると本の数は40冊で足りないのは明白である。これが1セメスター続くとどれ程































































ム“Your Personal Reading Manager （PREMA）”の開発を開始したのである。















図1. ウェブページの英文をPREMAβにcopy & paste
図2. PREMAβトレーニングページ
図3. PREMAβトレーニング結果表示
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Appendix: SEG発行　「読書記録手帳」の一部
